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建設技術研究所・URリンケージ共同提案体
釜石復興CM事務所長 堀 仁

� 直営１３地区を、北・中央・南の
３ブロックに分割し、設計・施工者を選
定。
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• 釜石市の造成は盛土主体であり、
約270万㎥の盛土材を要する。

• 釜石市直営地区：ピュア型ＣＭ

• ＵＲ都市機構管轄地区：アットリスク型ＣＭ

• 岩手県土地開発公社管轄地区：従来方式
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①人的・質的補完①人的・質的補完

• 膨大な設計・施工を進める上で、復興事業を推進するには、自治体専門技
術職員不足が大きな課題。

• 膨大な設計・施工を進める上で、復興事業を推進するには、自治体専門技
術職員不足が大きな課題。

②復興のスピードアップ②復興のスピードアップ

• 用地買収補助者、設計施工者の募集方法を提案するとともに、盛土材の
調達・配分計画、集団移転跡地利用計画の検討を実施。

• 用地買収補助者、設計施工者の募集方法を提案するとともに、盛土材の
調達・配分計画、集団移転跡地利用計画の検討を実施。

③技術的補完、総合的なアプローチ③技術的補完、総合的なアプローチ

• 統一的な品質管理や各種課題を解決し、円滑な事業執行に向けて技術
的・法的補完。

• 統一的な品質管理や各種課題を解決し、円滑な事業執行に向けて技術
的・法的補完。

これらを総合的にマネジメントする必要性から、市直営地区では、
市主導体制を支援するピュア型CM方式を採用。
これらを総合的にマネジメントする必要性から、市直営地区では、
市主導体制を支援するピュア型CM方式を採用。 南ブロック復興JV南ブロック復興JV

中央ブロック復興JV中央ブロック復興JV

北ブロック復興JV北ブロック復興JV

釜石市

CMR
工事監理業務

ＪＶ

連絡・調整

測量調査
設計業務ＪＶ

用地買収
補助業務ＪＶ

建設工事ＪＶ

監理・協議・調整

用地買収補助
委託契約

測量調査設計
委託契約

建設工事
請負契約

ＣＭ
委託契約

工事監理
委託契約

基本協定

基本協定

基本協定
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� コンサルタントとしての役割

• 一日も早く、
• 確実に、
• 納得できる、
（客観性のある）

復興事業を
実施すること

代行的ＣＭＲは、

• 論理的思考
• 迅速力
• 企画提案力
をもって

• 課題を見つけ出し、
• 透明性を確保し、
• 解決に向けて、

事業支援を
実施すること

コンサルタント的

ＣＭＲは、

• 情報収集力
• 分析力
• 専門的技術力
をもって

� 市の代行的役割

住民が行政に
期待する事への対応

設計・施工段階における
技術評価・検討の実施

Ｃ
Ｍ
Ｒ
は
、

•

事
業
の
実
行
者
と
な
り
、

•

調
整
者
と
な
り
、

•

先
導
者
と
な
る
。

市
・Ｃ
Ｍ
Ｒ
の
信
頼
性
の
確
保
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※原案は釜石市が作成

� 用地買収補助者・設計施工者募集支援

� 盛土材採取地調査設計

� 工事道路利用円滑化検討

� 発注支援業務
（測量調査設計業務、建設工事の契約支援）

� 事業管理業務

� 復興交付金事業の管理

� 土配計画支援

� 景観等検討

� 設計監理

� 建設工事監理

調達に係わる
マネジメント

事業進捗に
係わる

マネジメント

釜石市の
代理・代行者
としての
マネジメント
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事 業 契 約

•発注スキームの
提案

•契約締結支援
•発注に関わる検討

事業の流れ

Ｃ Ｍ Ｒ

効 果

•技術的評価
•妥当性検証
•設計監理
•事業管理

•発注ロットの提案
•発注支援
•事業全体に関わる
企画・計画

•担い手の確保
•適切な事業者との
契約

•透明性の確保
•円滑な事業推進
•予算の確保

•事業工程短縮
•早期着工

設 計

工事前設計協力

設計（継続）

工 事

•品質確保

•工事監理

監督（品質）
•重要事項の立会
•受理

監督（契約）
•変更項目の承認・指示
•変更契約の決議

監督（安全）
•是正・指示

品質管理支援
•段階確認
•立会
•品質資料の確認

変更対応支援
•変更事象の確認
•変更事由の評価
•比較案の検討

安全管理支援
•安全パトロールの
実施

•安全管理資料の
確認

Ｃ
Ｍ
Ｒ

図示された範囲について、スピード・品質・コストを総合的に最適化。

施工管理
•出来形確認

変更事象発生
•変更願の提出
•見積等

契約変更 •安全管理
•安全点検

市

施
工
者

協
議

協
議

� 迅速な対応を要する案件
� 影響度が大きい案件
� 検討熟度を要する案件

3ブロック、
他事業を跨ぐ課題
解決・調整

•品質基準
•地元説明
•土配調整
•交通ルール
•他事業工程調整

優先度の判断 を行いながらマネジメントを実施

変更契約支援
•変更項目の積算
•設計図書の作成

協
議
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理想的な
承認
プロセス

時間

よく
起こり得る
ケース 時間

発注者

ＣＭＲ介在
ケース

時間

ＣＭＲ

受注者

品
質

受注者 受注者発注者

受注者

ＣＭＲ

発注者

は、情報伝達を行う際のタイムラ グを
示す。（打合せ日時の設定等）

要求水準

品
質

要求水準

品
質

要求水準

戻り

発注者

①会議体の設定、伝達ツールの構築を
行うことで をなくす。
②関係機関で発生するコンフリクトの除
去等を行うことで調整時間の短縮
③要求水準を理解し、技術的・法的評価
を実施することで要求水準に達する時
間の短縮

１ １ １

３

ステークホルダーマネジメント
コミュニケーションマ

ネジメント

品質マネジメント

２

10

地
元
説
明
会
（ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
）

北ブロック
工事監理連絡会議

中央ブロック
工事監理連絡会議

南ブロック
工事監理連絡会議

ＣＭＲ・ＪＶ会議 市の方針の伝達

技術検討会議 市としての方針確定

進捗状況
工事間での調整事項等に
関する課題

ブロック間での方針の相違

方針の指示重要課題

事務局会議
関係者連絡会議

庁内機関協議／関係機関協議(国、県など）

進捗状況報告

各ＢＬ三者会議

全体調整会議 市としての方針の確認･周知

復
興
事
業
協
議
会
（市
長
を
含
む
関
係
者
全
員
の
協
議
）

市・ＣＭＲ・ＪＶの共有
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【ＣＭＲ・ＪＶ会議】

【ＣＭ事務所 所内】

【復興事業協議会】

用地買収 時間

事
業
コ
ス
ト

測量・調査・設計

工 事

理想的なコスト曲線

失
敗
コ
ス
ト

工事中の変更増

設計中の変更増

リスクが
顕在化した場合

ＣＭＲ介在の場合

•現場条件の変更（湧
水発生、盛土材確
保等）による中断・
後戻り•設計条件（地質等）の

変更による中断・後戻
り

•不調不落
•予算の不足

•用地買収難航に
よる中断・後戻り

予
防
コ
ス
ト

縮
減
コ
ス
ト
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時間

品
質
コ
ス
ト

失敗コスト

予防コスト
トータルコスト

最小化
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釜石市職員人件費
＋ＣＭ業務費
＋事業費
（用地費、設計費、工事費）

•釜石市職員数の増
•ＣＭ業務範囲の増
•受注者の実施範囲の増

情 報 共 有 会議体の設定、ＡＳＰの活用、工事監理業務の設定、手続申請様式集の作成、
タスク管理表（市・ＣＭＲ間）・進捗状況報告シート（ＣＭＲ・受注者間）

地 元 対 応 ＰＲ展示場の設置、公開試験盛土の開催、まちづくり協議会・地元説明会への対応

品 質 確 保 技術基準の制定、現存工作物・流出石碑の取扱い、運行管理方針検討、安全管理手法の確立、
仮換地台帳システム構築、工事監理業務の設定

課題解決検討
発注・契約スキームの検討、土配検討（仮置場の拡充、土取場新設）、破砕・混合プラント設置検討、
工事用道路運行計画、許認可申請に係る役割設定、集団移転跡地利用検討、
景観検討

契 約 支 援 発注時期・ロットの設定、各種特記仕様書の記載事項の提案、積算に関する取扱い（諸経費、歩掛
り、単価）、基本協定書の変更

ＣＭＲが介在する予防コストの実施例（トータルコストの最小化）
市や設計・施工者で実施する内容（重複ゾーン）

プロジェクトをより効率的に行うために、市の人的補完や助言、設計施工者との協議
⇒ 発注・契約締結支援、設計監理、工事監理

離れた隙間を埋める内容（隔離ゾーン）

受発注者間でプロジェクトとして実施しなければならないことが契約としてなされていなかった部分の穴
埋め ⇒ 設計変更に係わる検討・評価、契約締結支援

業務の拡大を図る内容（拡大ゾーン）

プロジェクトがより高いレベルで実施されることを目的に当初考えられていなかった事業内容の企画や提
案を行うもの ⇒ 将来を見据えた計画、復興庁申請資料（集団移転跡地利用計画等）

ＣＭＲの役割

拡大ゾーン

隔離ゾーン

重複ゾーン発注者

設計・施工者

+

+

総合的なマネジメントを実
施することで、
効果の最大化を図る。
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釜石市発議の「指示書 」と受注者発議の
「協議書」を徹底することで明確にしてい
る。

個別にＣＭＲとしての実施領域を確認しな
がら進めている。ただし、見誤ると信頼性
が欠如する可能性がある。

ＣＭ所内で研修を実施しながら、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
ｽｷﾙの向上を図っている。また、経験値
が高まれば相対的に解消されるが、ﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄ業務の継続が必要である。

� ＣＭＲは協定上、「監督補助」という位置付けとなる。従って、指
示・指導と監督補助の線引きが曖昧となり、コンクリクトが生じ
やすい。

拡大ゾーン

隔離ゾーン

重複ゾーン
発注者

設計・施工者
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課題②ＣＭＲと設計・施工者間に契約関係がない

� 市・ＣＭＲ間で全情報を共有されないことにより、ＣＭＲが介入
できない領域がある。従って、ＣＭＲが本来、先導すべき事項と
作業として実施する事項の線引きが難しい。

課題①ＣＭＲは市の代行になりきれない領域がある

� ＣＭＲ実施者がマネジメント経験を有する者が少ないため、マネ
ジメント実施体制の構築が課題。

課題③ＣＭＲ自身にマネジメントスキルの限界がある

課題①

課題②

課題③

ＣＭＲの役割

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

ＣＭ自己評価と市の要求の比較

CM平均 市平均
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求めている

求めていない

実施している

実施していない

提
案
力

ス
ピ
ー
ド
力

礼
儀

調
整
力

作
業
補
助

地
元

調
整

4.0

5.0

3.0

2.0

1.0

市

CMR
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工事目的物 発注者 市 民

事業コスト サービスフィー

ＣＭＲコスト＝事業コスト＋サービスフィー

�失敗コストの定量化 ⇒ 事業コスト

�顧客満足度評価の定量化 ⇒ サービスフィー
（ＣＭＲ価値コスト）

公共サービス
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発注支援・設計監理・工事監理
現役専門職
(建設・情報・法律)

専門的能力

事業を俯瞰した調整
事業コーディネート

事業実施経験者
（発注者ＯＢ）

事業調整力

ステークホルダーを１つの方向に
向けるための調整

リーダー的役割コーチング力

事業企画・提案 発想力

ＰＲ、地元説明・交流 女性力

内 容 能 力
人物像

経営者

女性

技術
サービス

人的
サービス

企画提案
サービス

老若男女全ての
知恵の結集
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